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コ ー ス：学校改善マネジメントコース 
 
 
 
『小学校学習指導要領解説 総則編』および『中学校学習指導要領解説 総則編』では、それぞれ第 3 章第 3 節の「教育課程の

実施と学習評価」の中で「言語環境の整備と言語活動の充実」において、以下のように述べています。 
 
教育課程の編成に当たり，各学校において学校生活全体における言語環境を整えるとともに，言語能力を育成する中核的な教

科である国語科を要として，各教科等の特質に応じた言語活動を充実すること（中略）知識及び技能と思考力，判断力，表現力

等をバランスよく育むため，基礎的・基本的な知識及び技能の習得とそれらを活用する学習活動やその成果を踏まえた探究活動

を充実させることとし，これらの学習が全て言語により行われるものであることから，言語に関する能力の育成を重視して各教

科等における言語活動を充実させることとした。 

 
あなたは、児童生徒の言語能力を育成するために、どのような取組や工夫を構想できますか。学年、教科や教科外活動など

を例として挙げ、具体的に指導の展開や工夫について 1200 字程度で説明しなさい。 
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コ ー ス：学校改善マネジメントコース 
【出題の意図】 

学習指導要領解説には、児童生徒の学習の基盤となる資質・能力として、言語能力を育成

するために、①学校生活全体における言語環境を整えることと、②各教科の特質に応じた言

語活動を充実すること、あわせて③言語能力を向上させる重要な活動である読書活動を充実

させることの 3 点が示されている。 
全国学力・学習状況調査や国際学力調査でも日本の小・中学生の読解力が話題にのぼり、

学校現場でも言語能力の育成に力を入れているところも少なくない。本問題で期待される内

容は、①現任校の状況や課題を踏まえられていること、②学校全体で、あるいは特定の教科

でどのような取り組みが実施されているのかの具体的な記述があること、③取組みについて

の成果と課題について客観的に把握・認識できていること、の 3 点である。 




